
〇 目的を共有している

 ・ 授業及び授業以外の様々な取組について、職員間で「何をするか」だけではなく、「なぜするの

 か」「どのような子どもの姿につながるか」を共有している。

○ 取組を日常的に振り返っている

・ 日常的に取組の進捗状況を見とり、小さな改善をしながら進めている。

・ 研修や会議（学力向上推進委員会や研究推進委員会）の場だけではなく、職員室での会話等で、

 授業づくりのことや授業での子供の姿がたびたび話題になっている。

〇 教職員の主体性が尊重・発揮されている

・ 共有した目的の実現に向けて、取組は徹底する。しかし、方法や形式等はある程度委ねて、多様

 な実践の創出を促すとともに、その実践の中からよりよい方法や形式等を模索し続けている。

・ 学年部や教科部の考えや、児童生徒の実態に応じて、変えたり工夫したりできる幅がある。

〇 人的資源の積極的な活用

・ 総合的な学習の時間や丸付けボランティアなど、外部人材を活用した教育活動を旺盛に展開に 

 しており、人とかかわる学習活動により、より高い目的・相手意識をもった主体的な学びを促進し

 ているとともに、多様な他者から称賛される機会を生み出している。

まとめと今後の取組Ⅹ

全国学力・学習状況調査及び福岡県学力・学習状況調査の結果から福岡
県の傾向として、次のようなことが明らかになりました。

成果を上げている学校への取材を通して、それらの学校には次のような共通
点がありました。

〇 国語科では、主に次の点に課題があることがわかりました。

・ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること

・ 読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えること

〇 算数・数学科では、主に次の点に課題があることがわかりました。

・ 数直線上で１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉えること

・ ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明すること

〇 理科では、主に次の点に課題があることがわかりました。

・ 顕微鏡を操作し、適切な像にするための技能

・ スケッチに関する知識及び技能

〇 児童生徒質問調査では、教科別調査との関わりを含め、主に次の点がわかりました。

・ 「粘り強く挑む力」「自己有用感・自己効力感」「協働する力」については、肯定的回答をした児童

 生徒の割合が多くの項目で８割を超えており、全国平均を上回っている項目もみられた。「学び

を調整する力」については、年々改善傾向が見られるが、多くの項目で全国平均を下回っている。

・ 課題の解決に向けて自分から取り組んだと感じている児童生徒ほど、教科に関する調査の正答

 率が高かった。また、中学校においては、学校外での学習時間が「2時間以上3時間未満」と回答

 した生徒の正答率が高い傾向にある。
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各種調査の結果に基づく課題や協力校等の取組の成果

から、今後は、次のような学力向上方策に取り組んでいき

ましょう。

① 児童生徒自身が課題を設定したり学習活動を選択したりして主体的に学習を

進めることができるように、学習過程や教師の支援を工夫すること（「児童生徒が

主語の授業」の実現）

② 文章を読んだり話を聞いたりしたことを要約して、自分なりにまとめて書いたり

話したりする活動の設定とそのための支援を工夫すること

③ Ｉ ＣＴの活用については、ドリル的な活用や情報の検索だけではなく、児童生徒

同士が考えを交流したり自分の考えをまとめ、説明したりする活動における活用

を工夫すること

④ 「学びを調整する力」を育成するために、自分の学び方や伸びを把握するととも

に、改善策について考え実行することにつなげる「自己の学びを振り返る活動」を

工夫すること

⑤ 児童生徒が安心して学ぶ環境（学級づくり）を整えるために、学力向上の課題

のみならず、生徒指導に係る課題等についても全職員で共有し、共に解決しよう

と組織的に取組を進めること

各種調査の結果に基づく課題や協力校等の取組の成果から、

今後は、次のような視点で学力向上方策に取り組んでいきましょう。

 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めていきましょう。そのために、次のこと

を大切にしていきましょう。

〇 子供の主体性を引き出す授業デザイン

 分析結果からは、「課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組むこと」については、教科

 に関する結果の全てにおいて高い相関が見られました。このことは、主体的に取り組む姿勢が

 学習全般に通じる土台であることを意味します。また、深い教材研究と丁寧な実態把握に基づい

 て授業を構想していくことについては、これからも大切にしていきましょう。

〇 成功体験を実感できる場の設定と失敗できる環境づくり

 「なぜだろう」「解決したい」という初発の思考から始まった課題について、「自分で考えて取り組

 んだらうまくいった」という成功体験を授業で味わうことができるようにしましょう。そのために、失

 敗に寛容な集団づくりを重視しましょう。その積み重ねは、自己効力感、自己肯定感の高まりに

 つながります。

〇 対話と承認の仕組みづくり

 「なるほど」「それっていいね」というような友達からの承認や、子供に関わる大人（教師や家族、

 地域の人等）による子供の学びのプロセスの称賛は、安心と自信を感じながら学べる環境づくり

 につながります。
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ＩＣＴの効果的な活用について、実践を蓄積していきましょう。

分析から、基本的なICT操作に関する自信は高いが、情報整理や思考ツールの活用には課題が見

られました。また、発表やプレゼンテーションの経験も限定的であることが伺えました。思考の可視化、

情報整理、発信、対話に活かすＩＣＴの活用をしていきましょう。なお、ICTを使わない方が効果的だっ

たという実践も、今後に向けた財産です。ぜひ財産を共有していきましょう。

学校外での学びとして、家庭学習の充実を図っていきましょう。

ノートのページ数や取り組む時間といった「量」だけに着目するだけではなく、「質」と「学び方」も大

切にしましょう。教師が課題を与える場合もあると思います。同時に、自分で決めた課題に取り組むこ

とも必要です。主体的に課題に取り組むこと、かつ、学習方法等を自分で選択・調整することを繰り

返し行うことで、学びを自分でマネジメントする力の向上が期待できます。

そのために、授業と家庭学習をつなぐことも考えてみましょう。家庭学習でやったことが、授業で生

きる場面があることで、子供が目の前の課題に自然と取り組むことが期待できます。

子供の姿を起点として、その成長を学校全体で支援する組織運営を行っていきましょう。

検証改善サイクルを進めていく際は、数値による分析とあわせて、目指す子供の姿を言語化（「こん

な子供だ」と言葉で表現）、視覚化（「こんな子供だ」という姿をイメージ）するとともに、「子供の変化」

を可視化していきましょう。

 また、子供の声を基点とした授業改善サイクルの確立を

さらに進めましょう。県内では、研究授業等において子供の

発言や活動の様子などの反応を基に授業づくりの協議を行う

こと等の実践に取り組んでいる学校があります。



現在、次期学習指導要領に向けて、検討が進められています。

以下は、「論点整理」の一部です。
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基盤となる考え方は・・・？

資質・能力の関係性は、どのように整理される・・・？

柔軟な教育課程とは・・・？

 教育関係者が、可能な限り中央教育審議

会での議論の過程を追い、これからの学びの

在り方について理解を深めていくとともに、

現在の教育課程の改善にも繋げることがで

きるよう、会議資料や会議のアーカイブ動画

が公開されています（動画リンクの取扱いに

ついては、教育委員会及び学校限りです）。

 今後の教育の方向性を知り、今できる授

業改善や学校経営につなげていきましょう。
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福岡県教育委員会としても、資質・能力の育成を目指し、次の

ような施策によって各地域や学校を支援していきます。

児童生徒が主語の学び 「教える」から「支える」へ

授業づくりを含む日常的な活動への支援 組織的な取組への支援

■授業改善の在り方を究明するモデル事業

・学力向上推進拠点校指定事業

・重点課題研究指定・委嘱事業

■授業や家庭学習に活用できる教材集、指導資

料集の作成及び配信

・小４チャレンジ問題

・未来シリーズ教材集・指導資料集

・動画コンテンツ 「 Step to the Future」

・思考力・判断力・表現力等を問う定期考査問題

■非常勤講師を派遣して学力向上の

システムを構築する事業

・学力向上強化市町村指定事業

・クラスター非常勤講師派遣事業

■学力向上プランとロードマップの活

用促進

■教育課程実施・編成状況調査

■鍛ほめプロジェクト推進事業

児童生徒自身による課題設定

自己選択・自己決定

ＩＣＴの効果的、効率的な活用

授業チェックリスト、授業評価アンケート

自己の学びを振り返る活動

児童生徒の学び合い

育成を目指す資質・能力

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

教科等の生きて働く知識・技能

教科等の思考力・判断力・表現力

学びに向かう力

人間性

学びを調整する力 学習方略・メタ認知 等

粘り強く挑む力 自主性・自制心・勤勉性・忍耐性・持続性 等

自己有用感・自己効力感

協働する力 共感性・協調性・貢献性 等

非認知的能力
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